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研究成果の概要（和文）：本科研研究では、中等段階の職業・専門教育と高等段階の専門教育との連携に関する
国際比較研究を行った。その結果アメリカ、フランスでは、両者の連携に関するプログラムが進展していること
が指摘される。前者では、テック・プレップがカリキュラム上の基準が明確にした学習プログラムに変えられ
た。４年制大学工学系学部への進学準備教育を意図したハイ･スクールの工学予備教育プログラムも発展してい
る。フランスでは、リセ（高校）で工学系のグランゼコール進学準備教育のための工学準備教育が発展しつつあ
る。一方日本やドイツでは中等後の職業教育機関と中等段階の職業教育・専門教育と連携したプログラムは、ま
だ発展していない。

研究成果の概要（英文）：This study aimed the international comparative studies on the cooperation of
 secondary vocational and technical education and technical education of post-sedondary and higher 
education level. This study shows that the United States and France are developing such programs. In
 the United States, tech prep programs, connecting secondary vocational and technical education and 
post-secondary technical education, are replaced by the "Program of Studies" with rigidity of 
standards. This country also has pre-engineering programs for preparation for 4-year university 
programs.In France, engineering programs of lycee,the aim of which are the preparation for 
engineering programs of "grands ecoles".On the other hand, in Germany and Japan, the programs 
similar to ones above mentioned are rare. We need to consider the necessity of the programs of 
programs connecting  secondary  vocational and technical education and technical and professional 
education of post-secondary and higher education level.
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１．研究開始当初の背景 
我が国では、現在「高大連携」の必要

性が提起され、また様々な形で実施され
ている、しかしそれは高等学校普通科を
主たる対象としており、専門学科（専門
高校）との連携は一部を除きほとんどみ
られない。これに対し欧米諸国では、従
来からの中等段階の職業・専門教育と短
期（２年程度）の中等後・高等教育機関
における専門教育の連携を図るプログラ
ムに加え、1990 年代以降、長期の高等教
育の専門教育の連携を図るそれも拡がっ
ている。こうしたことから中東段階の職
業教育・専門教育と高等段階の専門教育
を連携させたプログラムに関する国際比
較研究が必要だと考えられる。 

２．研究の目的 
本研究では、欧米諸国との比較研究を

通して、我が国に相応しい中等段階の職
業教育・専門教育と高等段階の専門教育
の連携のモデルの解明、その受容に必要
な条件整備の検討等を行うことを目的と
した。 

３．研究の方法 
研究では、欧米諸国における上記の連

携の必要性をめぐる議論やカリキュラム
編成の基本的方針や実態に関するデータ
を収集し、日本の「高大連携」のものと
比較することを通して上記の研究目的の
達成を目指した。 

４．研究成果 
本科研研究では、中等段階の職業・専門

教育と高等段階の専門教育との連携に関
する国際比較研究を行った。その結果、ア
メリカ、フランスでは、両者の連携に関す
るプログラムが進展していることが明ら
かになった。前者では、ハイ･スクールと
コミュニティ・カレッジの専門教育の連携
を目指したプログラムに関して、テック・
プレップよりも、カリキュラム上の基準が
明確にした学習プログラムに変えられた。 

  また近年では、４年制大学工学系学部へ  
 の進学準備教育プログラムである工学予 
 備教育プログラムの発展も見られる、 

一方フランスでは、リセ（高校）で、工
学系のグランゼコール進学準備教育のた
めの工学準備教育プログラムが発展しつ
つある。これに対し日本やドイツでは中等
後の職業教育機関と中等段階の職業教
育・専門教育と連携したプログラムは、ま
だ発展していない。  
しかし我が国の場合、大学進学者には、

高校普通科出身者が多く、専門教育の基礎
的な教育を受けていないため、大学入学後、
専門教育に不適応を起こす学生も少なか
らずみられる。 
こうした事情から、我が国では、アメリ

カのテック・プレップや学習プログラム、
工学予備教育プログラム、さらにはフラン
スの工学準準備教育などのように中等段

階の職業教育・専門教育と高等段階の専門
教育との連携を目指したプログラムの検
討が必要であるとの知見を得た。 
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